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(公財)日本バレーボール協会 
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ユニットメンバー 
JAPAN SPORTS WEEK 
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専門はスポーツ情報戦略、高度競技マネ
ジメント。 
「ITをスポーツに活用すること」を志して
大学時代に独学でアナリスト活動を開始。 
在学中にバレーボール女子日本代表チ

ームのアナリストに抜擢され、北京、ロン
ドン、リオデジャネイロの 3度のオリンピ
ックを含め 10 年以上にわたりアナリスト
として情報戦略面のサポートを率いた。
2020 東京オリンピックでは TOKYO2020 対
策プロジェクトリーダーとして、バレーボ
ール日本代表チーム全体の強化支援・マネ
ジメントを行い、2024パリオリンピックで
は、TEAM JAPAN選手団本部の情報・科学ス
タッフおよびバレーボール女子日本代表
チームのチームリーダー兼戦略コーディ
ーネーターを務めた。 
 チームや選手のニーズに寄り添ったデ
ータ・テクノロジー活用によるパフォーマ
ンス向上の実現をモットーとし、2010年に
は世界で初めて iPad を用いた情報分析シ
ステムを考案・導入。32年ぶりとなる世界
選手権でのメダル獲得、2012年のロンドン
オリンピックでは 28 年ぶりとなる銅メダ
ル獲得に貢献した。 
 2014 年には競技の枠組みを超えたスポ
ーツアナリストの連携強化及び価値向上
を目指して日本スポーツアナリスト協会
を創設し、日本初のスポーツアナリティク
スカンファレンス・SAJ などを主催してい
る。さらに、海外のスポーツアナリスト育
成システムを学び、スポーツアナリスト育
成プログラムの開発や、アナリスト養成キ
ャンプの主催、大学での研究・教育などを
通じて後進育成やスポーツ指導における
データ・テクノロジーの活用促進・教材開
発にも注力を続けている。 
 また、日本バレーボール協会のハイパフ
ォーマンスデータベースの立ち上げや、日
本オリンピック委員会の JOC Top Spots 
Databaseの立ち上げ・スーパーバイザーを
努めるなど、スポーツ界における DX 化を
推進している。  


